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大 項 目 電子メール 

小 項 目 チェーンメール 

タイトル チェーンメール～様々なチェーンメールと、その対策～ 

ねらい 「チェーンメール」の仕組みを理解させ、適切に対処する態度を身に付けさせる。 

作成の意図 

携帯電話を使っていると、見知らぬ相手からメールの転送をしつこく迫られるチェーンメールの被害

に遭うことがある。強要する内容や脅かす内容が書き込まれたメールを受け取ると、ほとんどの生徒は

恐怖や不安を感じ自らも転送してしまうケースが多い。 

そこで、チェーンメールは、いたずら目的で送信されたり、人の善意や心の弱さを利用して、複数の

人に転送させることを目的とした迷惑メールであることを理解させる。また、転送する必要がなく、転

送しなくても何も問題は起こらないことや、転送してしまうと自分も送信した加害者になることを認識

させ、どうしても困った時の対処法を知らせる。 

指導内容 

・チェーンメールの実態 

・チェーンメールが届いた時の対処法 

・不安な時のチェーンメールの転送先 

展開例 

(1)情報モラル啓発資料を配付する。 

     ・現在、携帯電話を所有していない者も、一緒に考えさせるようにする。 

(2)チェーンメールの実態を理解させる。 

   ①イラストを見ながらチェーンメールの実態を理解させる。 

   ・不幸の手紙のように、同じ内容のメールの転送をしつこく迫る電子メールのことを「チェーンメ

ール」といい、「このメールを○○人に送って下さい。送らないと□□になります」という文体

で、受信者を不安にさせるものがほとんどであると説明する。 

  ②チェーンメールが届いたことがあるか確認する。 

   ・チェーンメールが届いたことがあるか発問し、生徒の挙手によって確認する。 

③チェーンメールが届いたことがある生徒は、どんな内容で、その時どんな気持ちだったか発表させる。 

   ・その時、転送したかどうかについては答えさせない。 

(3)チェーンメールはいろいろな種類のものがあることを理解させる。  

   ・最近の事例を示すことで関心を高める。 

   ・チェーンメールの中には、ワンクリック詐欺的なものや、出会い系・アダルト系にアクセスさせ

ようとするものがあることを理解させる。 

(4)チェーンメールが届いた時の適切な対処法について理解させる。 

   ・チェーンメールは転送しなくても何も起こらないことを理解させ、自分のところで削除し、止め

るように指導する。 

・対処の仕方（回ってきたチェーンメールを友達に転送する。）によっては、加害者になってしま 

うことを理解させる。   

(5)不安な時のチェーンメールの転送先について理解する。 

   ・どうしても不安な時は、迷惑メール相談センター「撃退！チェーンメール」の10個の携帯電話 

用アドレスに転送するように指導する。 
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